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令和元年度西春日井福祉会本部事業報告書 

 
１ 法人運営に関する会議の開催 
⑴ 理 事 会 ７回（開催６回、書面決議１回）理事長の選出、規則規程の改正、事業報告及び

決算報告、事業計画及び収支予算、補正予算、施設整備及び契約に関する事項等 
⑵ 評議員会 ３回（定時開催１回、臨時開催２回）理事の選任、監事の選任、定款の改正、事

業報告及び決算報告、事業計画及び収支予算、施設整備に関する事項等 
⑶ 指名審査委員会 ４回（特別部会２回、通常部会２回）施設整備及び契約に関する事項等 
⑷ 施設長会議 

① 定例会 １２回（月次状況確認、法人統一事項確認、事業運営における情報共有等） 
② 検討会 １１回（人財確保策、技能実習生受入、経営分析結果、業務改善提案の審議等） 
③ 臨時会  ２回（職員処遇改善施策、消費税改正に伴う検討事項） 
④ 新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ対策会議 ６回（法人としての対応策協議、衛生材料の施設間調整等） 

 ⑸ 人事委員会 ５回（職員表彰者の選定、職員勤務評定結果の報告、人事案件） 
⑹ 法人運営の適正に向けた会議の開催 

① 運営適正化委員会    １２回（各業務内容の適正化、職種別役割分担の明確化等） 
② 法人の会議・委員会 １３３回（事務系会議、職種別会議、新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ関連会議等） 

２ 職員の雇用状況 
 ⑴ 職員総数  ６５０名（正規３８０名、嘱託４３名、ﾊﾟｰﾄ２２１名、技能実習生６名） 
 ⑵ 採  用   ６０名（正規３３名、嘱託２名、ﾊﾟｰﾄ２５名） 
  ① 募集活動（問合せ・面談数２６８名、施設見学者９１名、正規職員受験者４２名） 
  ② 募集方法（学校 1,285 校、紹介所４箇所、就職ﾌｪｱ２５回、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ求人等） 
 ⑶ 退  職   ６６名（正規３４名、嘱託８名、ﾊﾟｰﾄ２４名） 
３ 人事異動 
 ⑴ 昇任等    ３１名（課長補佐級１名、係長級７名、主任等任命２０名、解任３名） 
 ⑵ その他    ５７名（身分換１５名、配置換２４名、育休復帰９名、再任用７名等） 
４ 職員処遇の充実 
 ⑴ 昇給等   ３５３名（正規３０２名、嘱託４名、ﾊﾟｰﾄ４７名） 
 ⑵ 手当の創設 介護職員等特定処遇改善加算に伴う特定処遇調整手当の創設 
 ⑶ 職員表彰   ６０名（２０年勤続４名、１０年勤続２９名、ﾌﾞﾛｸﾞ賞２４名、業務提案３名） 
⑷ 福利厚生   １１種（ﾘﾌﾚｯｼｭ事業、自己啓発事業、健康増進に係る事業、職員給与積立事

業、団体保険事業、職員親睦旅行、野球ﾁｰﾑ等） 
５ 法人としての職員育成 
 ⑴ 一般職員研修  ９回 延３６４名（人間力研修、有意義な会議開催方法研修、救命講習等） 
 ⑵ 階層別研修  ２６回 延３８４名（新人職員、ﾁｭｰﾀｰ職員、ﾘｰﾀﾞｰ職員、管理者等） 
 ⑶ 専門職員研修 ２１回 延１７２名（専門的ｽｷﾙを学ぶ基礎研修や職種別研修等） 
６ 組織統治及び内部統制の充実 
 ⑴ 理事長報告会の実施 

① 事業実績報告 ２回（２日間） ② 事業計画予算報告 １回（１日間） 
 ⑵ 監事による監査及び検査の実施 
  ① 現金出納監査 ６回（偶数月）現金預金の変動及び残高、利用者預り金の高額取引確認 
  ② その他監査  決算監査 １回（２日間） 中間監査 １回（２日間） 
 ⑶ 会計監査人による監査の実施 
  ① 月例監査  １０回（４月、５月、１０月から毎月実施）② 決算監査 １回（３日間） 
 ⑷ 法人内部による施設実施状況の監査 
  ① 施設及び事業所の運営状況等確認 ７項目（４４日間） ② 労務監査 １回（３日間） 
７ その他の活動 
 ⑴ 地域貢献活動 外部への出張講師等 １３件 
 ⑵ 広報活動 福祉会だよりの発行 ４回（５月、８月、１１月、２月） 
 ⑶ 外国人技能実習生受入れ関連の活動 

ﾈﾊﾟｰﾙ出張５回（延２０名）、実習生受入６名、社宅等生活環境準備、研修教育、会議開催等 
 ⑷ 施設整備事業関連の活動 （仮称）第６特別養護老人ﾎｰﾑ、障害者日中ｻｰﾋﾞｽ支援型ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ 
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令和元年度特別養護老人ホーム五条の里事業報告書 

 

事業運営 

１ 入所状況（定員８０名 通年営業） 

 ⑴ 平均入所者数  ７９．５名 （前年度 ７９．３名） 

 ⑵ 稼働率     ９９．３％ （前年度 ９９．１％） 

 ⑶ 平均介護度    ３．９２ （前年度  ３．８７） 

２ 地域交流事業等 

 ⑴ 行事関係       ４３回 （夏祭り、介護の日、春のお茶会等） 

 ⑵ 外出支援      ２１回 （喫茶外出、犬山城、大須観音等） 

 ⑶ 食事関係      ３０回 （バイキング、ゴールデンランチ） 

３ 職員研修 

 ⑴ 外部研修      ５３回  延べ人数７４名 

 ⑵ 内部研修       １４回 （事故防止、身体拘束廃止、感染症予防等） 

４ 各種会議・委員会 

 ⑴ 定例会議・委員会 １５４回 （フロア会議、業務改善会議、事故防止委員会等） 

 ⑵ 臨時会議・委員会   ５回 （臨時感染会議、臨時事故対策会議） 

 

重点取組 

１ 福祉サービスの提供に関する取組 

⑴ 担当者会議では、家族と多職種の職員が出席し、入所者の情報共有と共通理解を深めて、個

別ニーズに合わせたケアプランを作成しました。また、看取り期の入所者が最期の時まで安心

して過ごしてもらえるように情報シートを活用して、よりよい看取りケアを実践しました。 

⑵ 入所者の身体状況を考慮した、体位交換用クッションや車イス用座クッション、介護用靴等

を活用し、残存機能を生かした自立支援に努めました。 

⑶ 感染症予防について、換気及び消毒方法等、感染症予防委員会で決定した事項を職員へ周知

することによって、職員の意識向上につながり、季節毎の感染症を防ぐことができました。 

⑷ 外部研修の報告を研修報告会として発表する場を設けるとともに、各フロアにて介護関連の

知識や技術を習得できるミニ研修を開催し、職員のスキルアップに努めました。 

⑸ ミールラウンドの実施について、入所者の食事形態や食事時の姿勢を多職種で確認しあいな

がら、安心した食事を提供できるように努めました。また、栄養マネジメント計画の実施にお

いても、体重の増減確認、食事形態、食事摂取量の状況等を適切に確認及び評価しました。 

⑹ 久屋大通公園や犬山城へのバスハイクについて、参加した入所者や家族が街並みや花を楽し

みながら、有意義な時間を過ごしもらうことができ、積極的な交流を図りました。 

⑺ 入所者の入退所時について、適切に対応することによって、家族と信頼関係の構築を図りま

した。また、退院時では、病院のソーシャルワーカー及び退院援助看護師等と調整を図り、退

院カンファレンスに出席して、医療機関から円滑な退院を進めることができました。 

 

２ 地域社会と共生するための取組 

⑴ 地域に根差した施設として、地域住民やボランティア、各学校の協力を得て、夏祭り、介護

の日、お茶会等を開催しました。また、ピアノ演奏会や高校生等の新規ボランティアを受け入

れて活動支援をすることができました。 

⑵ 外国人の介護福祉士実習生の受け入れや管理栄養士実習生、社会福祉職場体験等の受け入れ

を積極的に行い、地域の福祉教育に貢献できるよう努めました。 

⑶ 入所者の日々の生活の様子をフェイスブック等で情報発信しました。また、事業所毎の様子

をより具体的に説明できるように施設パンフレットを更新して、施設への理解を深めていただ

いています。 

⑷ 行政からの虐待による緊急保護が必要である高齢者について、迅速に多職種と連携を図り保

護することができました。なお、緊急保護者は次の高齢者施設が無事に決定され、入所につな

がっています。 
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令和元年度特別養護老人ホーム五条の里短期入所生活介護事業所事業報告書 

 

事業運営 

１ 利用状況（定員２０名 通年営業） 

 ⑴ 平均利用者数  １９．３名 （前年度 １９．０名） 

 ⑵ 稼働率     ９６．７％ （前年度 ９４．９％） 

 ⑶ 平均介護度    ２．９２ （前年度  ２．９７） 

２ 地域交流事業等 

 ⑴ 行事関係      ４３回 （夏祭り、介護の日、春のお茶会等） 

 ⑵ 食事関係      ３０回 （バイキング、ゴールデンランチ） 

３ 職員研修 

 ⑴ 外部研修      ５３回  延べ人数７４名 

 ⑵ 内部研修       １４回 （事故防止、身体拘束廃止、感染症予防等） 

４ 各種会議・委員会 

 ⑴ 定例会議・委員会 １５４回 （フロア会議、業務改善会議、事故防止委員会等） 

 ⑵ 臨時会議・委員会   ５回 （臨時感染会議、臨時事故対策委員会） 

 

重点取組 

１ 福祉サービスの提供に関する取組 

⑴ 新規利用者の担当者会議には、相談員、看護師、介護員が同行し、利用者及び家族の希望や

心身機能の状態をそれぞれの専門職の目線で確認し、良質なサービス提供に結び付けることが

できました。 

⑵ 利用者の身体状況を考慮した、体位交換用クッションや車イス用座クッション、介護用靴等

を活用し、残存機能を生かした自立支援に努めました。 

⑶ 感染症予防について、換気及び消毒方法等、感染症予防委員会で決定した事項を職員へ周知

することによって、職員の意識向上につながり、季節毎の感染症を防ぐことができました。 

⑷ 外部研修の報告を研修報告会として発表する場を設けるとともに、各フロアにて介護関連の

知識や技術を習得できるミニ研修を開催し、職員のスキルアップに努めました。 

⑸ バイキングでは、天ぷらや焼きガニ等、季節の食材を使用することで、利用者に季節感を味

わっていただき、充実した食事サービスの提供に努めることができました。 

⑹ 久屋大通公園や犬山城へのバスハイクについて、参加した入所者や家族が街並みや花を楽し

まれながら、有意義な時間を過ごしもらうことができ、積極的な交流を図りました。 

⑺ 医療機関や居宅支援事業所と連携及び調整を図り、利用者や家族の希望に沿った利用ができ

るよう努めました。在宅生活を確認したうえでの受け入れを実施することにより、安定したリ

ピーター確保に繋げることができました。 

 

２ 地域社会と共生するための取組 

⑴ 地域に根差した施設として、地域住民やボランティア、各学校の協力を得て、夏祭り、介護

の日、お茶会等を開催しました。また、ピアノ演奏会や高校生等の新規ボランティアを受け入

れて活動支援をすることができました。 

⑵ 外国人の介護福祉士実習生の受け入れや管理栄養士実習生、社会福祉職場体験等の受け入れ

を積極的に行い、地域の福祉教育に貢献できるよう努めました。 

⑶ 利用者の日々の生活の様子をフェイスブック等で情報発信しました。また、事業所毎の様子

をより具体的に説明できるように施設パンフレットを更新して、施設への理解を深めていただ

いています。 

⑷ 行政からの虐待による一時的な緊急保護の依頼を受けて、迅速に多職種と連携を図って利用

につなげることができました。なお、保護を受けた緊急保護者は次の高齢者施設が無事に決定

され、入所につながっています。 
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令和元年度デイサービスセンター五条の里通所介護事業所事業報告書 

 

事業運営 

１ 利用状況（定員３０名 通年営業、年始２日を除く） 

 ⑴ 平均利用者数  ２５．９名 （前年度 ２６．６名） 

 ⑵ 稼働率     ８６．４％ （前年度 ８８．８％） 

 ⑶ 平均介護度    ２．２３ （前年度  ２．２４） 

２ 地域交流事業等 

 ⑴ 行事関係      １１７回 （おもてなしカフェ、文化祭、デイ夏祭り等） 

 ⑵ 食事関係      ３５回 （バイキング、鉄板料理、ゴールデンランチ等） 

３ 職員研修 

 ⑴ 外部研修      １２回  延べ人数１２名 

 ⑵ 内部研修       １１回 （感染症予防、事故防止、身体拘束廃止等） 

４ 各種会議・委員会 

 ⑴ 定例会議・委員会 １２４回 （業務改善会議、デイ会議、感染症予防委員会等） 

 ⑵ 臨時会議・委員会   ４回 （緊急感染会議、利用者対応、来年度の事業運営等） 

 

重点取組 

１ 福祉サービスの提供に関する取組 

⑴ 利用者の家族を招待した「おもてなしカフェ」を開催して、利用者一人ひとりに喫茶店員の

役割を持つよう働きかけて、達成感を味わっていただきました。また、「おもてなしカフェ」

を通じて家族へ日頃の感謝の気持ちを伝える機会を設けることができました。 

⑵ 利用者個々の身体状況に合わせた機能訓練プログラムの検討及び計画を行うとともに、日常生活

動作のレベルに応じた少人数グループで実施したことにより、それぞれの利用者の意欲向上につな

がり、身体機能の維持向上に努めることができました。 

⑶ 安心安全な送迎サービスを提供するため、運転手、添乗員が声を掛け合い事故の発生防止に

努めました。また、新たに「かもしれない運転」の定義と必要性を注意喚起することにより、

安全運転の意識向上に努めました。 

⑷ 利用者の体調管理においては、体調の変化を早期発見し、病院受診を依頼する対応をした結

果、感染拡大を防ぐことができました。また、新型コロナウイルス対策としての送迎前からの

体温測定、換気等、感染予防対策に努めました。 

⑸ 中重度者ケアや認知症ケア、感染症予防対策の研修に積極的に参加することができ、学んだ

知識は各職種に向けて、デイ会議や申し送りの場面等で情報発信するように努めました。 

⑹ 利用者の目の前で調理する鉄板調理、旬の食材を活かしたゴールデンランチ及び四季のメニ

ューが豊富なバイキングを実施することで、楽しみと喜びのある食事サービスを提供すること

ができました。 

⑺ 家族支援の取組みとして、利用者の些細な状態変化や在宅支援の適切なアドバイスを行って

信頼を得ることができました。また、おためし利用後には、利用中の様子について、写真等を

使用した情報提供を行い、新規利用の獲得に努めました。 

 

２ 地域社会と共生するための取組 

⑴ 地域に根差した施設として、地域住民やボランティア、各学校の協力を得て、夏祭り、介護

の日、お茶会等を開催しました。また、ピアノ演奏会や高校生等の新規ボランティアを受け入

れて活動支援をすることができました。 

⑵ 外国人の介護福祉士実習生の受け入れや管理栄養士実習生、社会福祉職場体験等の受け入れ

を積極的に行い、地域の福祉教育に貢献できるよう努めました。 

⑶ 利用者の日々の生活の様子をフェイスブック等で情報発信しました。また、事業所毎の様子

をより具体的に説明できるように施設パンフレットの更新をして、施設への理解を深めていた

だいています。 

⑷ 虐待事例から利用に至った利用者について、行政や関係機関と在宅状況を確認しながら継続利用

することにより、利用者の安心、安全な環境を整え、介護者側にも介護負担の軽減を図ってもらう

ことができました。 
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令和元年度特別養護老人ホームあいせの里事業報告書 

 

事業運営 

１ 入所状況（定員８０名 通年営業） 

⑴ 平均入所者数  ７９．１名 （前年度 ７９．１名） 
⑵ 稼働率     ９８．８％ （前年度 ９８．９％） 
⑶ 平均介護度    ３．９６ （前年度  ３．９１） 

２ 地域交流事業等 
⑴ 行事関係      ４０回 （お茶会、スイカ割り、運動会等） 
⑵ 外出支援       ６回 （花見、ショッピング、昼食外出） 
⑶ 食事関係      ３６回 （バイキング、ビアガーデン、もちつき大会等） 

３ 職員研修 

⑴ 外部研修      ５９回  延べ人数１０６名 
⑵ 内部研修       １０回 （リスクマネジメント、看取り介護、喀痰吸引等） 

４ 各種会議・委員会 

 ⑴ 定例会議・委員会 １７３回 （事故防止委員会、身体拘束廃止委員会、衛生会議等） 

 ⑵ 臨時会議・委員会   ２回 （感染対策委員会） 

 

重点取組 

１ 福祉サービスの提供に関する取組 

⑴ ユニット毎に開催した家族会や、日頃の意向調査により、入所者、家族本位のケアプランを

作成しました。中でも看取りの入所者に対し、多職種協働で実施した外食企画では、本人や家

族に大変喜んでいただくことができました。 

⑵ 花見外出、セルプ祭り等の地域への外出行事や、お茶会、ビアガーデンといった施設内行事

等、日常生活におけるさまざまなレクリエーションを計画的に実施し、メリハリのある生活を

送っていただけるよう支援しました。 

⑶ 食を通じて日常生活の中に楽しみを持っていただけるよう、敬老祝い膳や屋外バーベキュー

等普段とは違う食事環境を演出しました。また、定期的にミールラウンドを実施し、嚥下機能

の低下がみられる入所者への安全な食事支援に努めました。 

⑷ 入所者の生活環境、支援内容等について、各種会議、委員会で適宜見直しを行いました。 

また、内部研修の計画的な実施、外部研修への積極的な参加により、各職員の資質向上につ

なげました。 

⑸ 入所選考委員会での決定をもとに、待機者の中から要介護度が重度の方や生活困窮者を優先

的に受け入れることで、セーフティネットである施設の役割を果たしました。 

⑹ 感染予防に関する施設内研修の開催や、定例、臨時の感染対策委員会を実施し、感染症発生

防止につなげました。また、各防護用品の備蓄に努め、感染症が発生した際の感染拡大防止に

備えました。 

 

２ 地域社会と共生するための取組 

⑴  地域住民からの介護相談等を目的とした福祉カフェめだかや、在宅で介護している家族のサ

ポートを目的とした、ほっとひといきリフレッシュを行政と協働で開催する等、地域福祉の推

進につなげました。 

⑵ 開かれた施設づくりの為、２０周年記念祭や夏祭り等の大規模行事を盛大に開催し、地域住

民が施設に足を運ぶきっかけとしました。また、介護の日のイベントでは、認知症の対応をテ

ーマに啓発劇を行い、介護についての理解を深めていただく事ができました。 

⑶ 介護福祉士、管理栄養士等、各種実習生の積極的な受入れや、近隣小学校向けに福祉教室を

開催する等、次世代を担う福祉人材の育成に努めました。 

⑷  施設内行事の様子を、福祉会だよりやフェイスブックを通じて発信するとともに、レクリエ

ーションで作った利用者の作品や、地域住民からの心のこもった寄贈品を館内のいたる所に展

示する事で、温かみのある施設作りに努めました。 

⑸ 防災に関する勉強会や、地元消防団と協働で災害時に備えた消火訓練、避難訓練を計画的に

実施し、防災体制の強化に努めました。 



6 
 

令和元年度特別養護老人ホームあいせの里（短期入所生活介護事業所）事業報告書 

 

事業運営 

１ 利用状況（定員２０名 通年営業） 

⑴ 平均利用者数  １８．７名 （前年度 １９．２名） 
⑵ 稼働率     ９３．５％ （前年度 ９６．１％） 
⑶ 平均介護度    ２．９５ （前年度  ２．９４） 

２ 地域交流事業等 
⑴ 行事関係      ４０回 （お茶会、スイカ割り、運動会等） 
⑵ 食事関係      ３６回 （バイキング、ビアガーデン、もちつき大会等） 

３ 職員研修 

⑴ 外部研修      ５９回  延べ人数１０６名 
⑵ 内部研修       １０回 （リスクマネジメント、看取り介護、喀痰吸引等） 

４ 各種会議・委員会 

 ⑴ 定例会議・委員会 １７３回 （事故防止委員会、身体拘束廃止委員会、衛生委員会等） 

 ⑵ 臨時会議・委員会   ２回 （感染対策委員会） 

 

重点取組 

１ 福祉サービスの提供に関する取組 

⑴ ショートステイ委員会を毎月開催し、サービス担当者会議で得た利用者の希望や心身状況等

の情報の周知、処遇内容のモニタリング等を行い、各利用者へのより良いサービス提供につな

げました。 

⑵ 利用中の生活が有意義なものになるよう、地域各所に出掛けての屋外リハビリテーションや

お茶会、ビアガーデン等、バリエーションに富んだ施設内行事を企画し、楽しんでいただく事

ができました。 

⑶ 食を通じて日常生活の中に楽しみを持っていただけるよう、敬老祝い膳や屋外バーベキュー

等普段とは違う食事環境を演出しました。また、定期的にミールラウンドを実施し、嚥下機能

の低下がみられる利用者への安全な食事支援に努めました。 

⑷ 利用者の生活環境、支援内容等について、各種会議、委員会で適宜見直しを行いました。 

また、内部研修の計画的な実施、外部研修への積極的な参加により、各職員の資質向上につ

なげました。 

⑸ 居宅介護支援事業所や地域包括支援センター等、関係機関との連絡を密にし、稼働率の向上

に努めました。また、医療依存度の高い利用者や、緊急的に保護が必要な利用者を積極的に受

け入れる事で、稼働率の向上につなげました。 

⑹ 感染予防に関する施設内研修の開催や、定例、臨時の感染対策委員会を実施し、感染症発生

防止につなげました。また、各防護用品の備蓄に努め、感染症が発生した際の感染拡大防止に

備えました。 

 

２ 地域社会と共生するための取組 

⑴  地域住民からの介護相談等を目的とした福祉カフェめだかや、在宅で介護している家族のサ

ポートを目的とした、ほっとひといきリフレッシュを行政と協働で開催する等、地域福祉の推

進につなげました。 

⑵ 開かれた施設づくりの為、２０周年記念祭や夏祭り等の大規模行事を盛大に開催し、地域住

民が施設に足を運ぶきっかけとしました。また、介護の日のイベントでは、認知症の対応をテ

ーマに啓発劇を行い、介護についての理解を深めていただく事ができました。 

⑶ 介護福祉士、管理栄養士等、各種実習生の積極的な受入れや、近隣小学校向けに福祉教室を

開催する等、次世代を担う福祉人材の育成に努めました。 

⑷  施設内行事の様子を、福祉会だよりやフェイスブックを通じて発信するとともに、レクリエ

ーションで作った利用者の作品や、地域住民からの心のこもった寄贈品を館内のいたる所に展

示する事で、温かみのある施設作りに努めました。 

⑸ 防災に関する勉強会や、地元消防団と協働で災害時に備えた消火訓練、避難訓練を計画的に

実施し、防災体制の強化に努めました。 



7 
 

令和元年度老人デイサービスセンターあいせの里事業報告書 

 

事業運営 

１ 利用状況（定員３０名 通年営業、年始２日を除く） 

⑴ 平均利用者数  ２５．８名 （前年度 ２８．０名） 
⑵ 稼働率     ８６．０％ （前年度 ９３．４％） 
⑶ 平均介護度    ２．２３ （前年度  ２．２２） 

２ 地域交流事業等 
⑴ 行事関係      ７０回 （秋祭り、謝恩会、実演調理ショー等） 
⑵ 食事関係      ２４回 （季節御膳弁当、バイキング） 

３ 職員研修 

⑴ 外部研修       ７回  延べ人数７名 
⑵ 内部研修        ７回 （リーダー研修、認知症対応、感染予防等） 

４ 各種会議・委員会 

 ⑴ 定例会議・委員会  ７０回 （デイサービス会議、リーダー会議、事故防止委員会等） 

 ⑵ 臨時会議・委員会   ２回 （感染対策委員会） 

 

重点取組 

１ 福祉サービスの提供に関する取組 

⑴ 音楽療法、回想療法、創作活動等において、利用者が意欲的に取り組めるようバリエーショ

ンに富んだプログラムを準備し、個々に応じたレクリエーションを実践する事で、利用者の活

動意欲の向上を図りました。 

⑵ ヒヤリハットの集計結果を基に、各介護事故事例を分析して対策を見出す事で、再発防止に

努めました。また、送迎経路表について、危険な箇所があれば随時見直しを行い、情報を共有

する事で安心・安全な送迎サービスを実施しました。 

⑶ 残存機能、在宅の環境に合わせた個別リハビリテーションの計画的な実施や、口腔機能を維

持する為の適切なケア方法の啓発等、身体機能の維持、向上につなげました。 

⑷ 利用者の要望を取り入れたバイキングや、旬の食材を活かした季節の弁当等、見た目からも

楽しめるメニューを提供しました。また、個々の嚥下機能に合わせる事で、美味しく安全な食

事サービスが提供できました。 

⑸ 毎月のデイ会議で、利用者の希望や心身の状況を踏まえた処遇内容について意見交換を行い

全員が共通認識を持つ事で、サービスの標準化を図りました。また、感染症対策の周知、認知

症についての勉強会を行い、職員の資質向上を図りました。 

⑹ 居宅介護支援事業所をこまめに訪問し、利用中の様子や、相談、提案事項を報告する等、信

頼関係の構築に努めました。また、各関係機関が当事業所の魅力を紹介しやすくなるように料

金表や特色等をまとめた冊子を作成し、関係機関に活用していただく事で新規利用者の獲得に

努めました。 

 

２ 地域社会と共生するための取組 

⑴  地域住民からの介護相談等を目的とした福祉カフェめだかや、在宅で介護している家族のサ

ポートを目的とした、ほっとひといきリフレッシュを行政と協働で開催する等、地域福祉の推

進につなげました。 

⑵ 開かれた施設づくりの為、２０周年記念祭や夏祭り等の大規模行事を盛大に開催し、地域住

民が施設に足を運ぶきっかけとしました。また、介護の日のイベントでは、認知症の対応をテ

ーマに啓発劇を行い、介護についての理解を深めていただく事ができました。 

⑶ 介護福祉士、管理栄養士等、各種実習生の積極的な受入れや、近隣小学校向けに福祉教室を

開催する等、次世代を担う福祉人材の育成に努めました。 

⑷  施設内行事の様子を、福祉会だよりやフェイスブックを通じて発信するとともに、レクリエ

ーションで作った利用者の作品や、地域住民からの心のこもった寄贈品を館内のいたる所に展

示する事で、温かみのある施設作りに努めました。 

⑸ 防災に関する勉強会や、地元消防団と協働で災害時に備えた消火訓練、避難訓練を計画的に

実施し、防災体制の強化に努めました。 



8 
 

令和元年度ケアハウスあいせの里事業報告書 

 

事業運営 
１ 入所状況（定員３０名 通年営業） 
⑴ 平均入所者数  ２８．９名 （前年度 ２８．５名） 
⑵ 稼働率     ９６．４％ （前年度 ９５．１％） 
⑶ 要介護者数     １４名 （前年度   １２名） 

２ 地域交流事業等 
⑴ 行事関係     １１７回 （ビアガーデン、お茶会、もちつき大会等） 
⑵ 外出支援      ４２回 （ショッピング、喫茶外出、地域行事外出等） 
⑶ 食事関係      ２８回 （バイキング、モーニング、敬老祝膳等） 

３ 職員研修 

⑴ 外部研修       ３回  延べ人数３名 
⑵ 内部研修        ６回 （感染症予防、自然排泄、リーダー研修等） 

４ 各種会議・委員会 

 ⑴ 定例会議・委員会  ４１回 （運営連絡会議、衛生委員会、事故防止委員会等） 

 ⑵ 臨時会議・委員会   ２回 （感染対策委員会） 

 

重点取組 

１ 福祉サービスの提供に関する取組 

⑴ 各入所者の希望や必要な支援に応じて、傾聴ボランティア等の地域資源や福祉用具、訪問介

護等、介護サービスの内容を調整し、入所者が健康的で自立した生活を送る事ができるよう支

援しました。 

⑵ 地域各所への外出企画や施設内における各クラブ活動の実施等、入所者がメリハリのある生

活を送る事ができるよう支援しました。また、出張売店等の地域資源の活用により、地域社会

とのつながり作りに努めました。 

⑶ 日々の見守りや体調確認、健康相談を実施し、入所者の健康管理に努めました。また、入所

者の体調不良時には、介護サービス事業所や医療関係者と連絡を密にし、迅速に対応する事で

入所者の病変の早期発見に努めました。 

⑷ 食事を楽しんでいただけるよう、季節の御膳やバイキング等旬の食材を使用したメニューを

提供しました。また、個々に合わせた食事形態で提供する事で、安全な食事支援に努めました。 

⑸ 入所者の身体機能維持向上のため、歯科衛生士による口腔ケア指導や体操クラブ、健康教室

等の実施により、認知症予防や健康的な生活を支援しました。 

⑹ 災害時を想定した入所者の安全確保について、避難経路や各居室の定期点検、防災訓練等を

実施しました。また、入所者に対して、日頃から手洗い、うがいの実施等、スタンダードプリ

コーションを周知し、感染症予防についての知識と意識づけを行いました。 

⑺ 施設見学者、居宅介護支援事業所等に対し、自立につながる外出支援、健康維持に関する支

援等、事業所の特色をアピールする事で、入所申込者の確保に努めました。また、入所待機者

の身体状況や意向を定期的に調査し、常に現状を把握しておくことで円滑な入所に備えました。 

 

２ 地域社会と共生するための取組 

⑴  地域住民からの介護相談等を目的とした福祉カフェめだかや、在宅で介護している家族のサ

ポートを目的とした、ほっとひといきリフレッシュを行政と協働で開催する等、地域福祉の推

進につなげました。 

⑵ 開かれた施設づくりの為、２０周年記念祭や夏祭り等の大規模行事を盛大に開催し、地域住

民が施設に足を運ぶきっかけとしました。また、介護の日のイベントでは、認知症の対応をテ

ーマに啓発劇を行い、介護についての理解を深めていただく事ができました。 

⑶ 施設内行事の様子を、福祉会だよりやフェイスブックを通じて発信するとともに、レクリエ

ーションで作った利用者の作品や、地域住民からの心のこもった寄贈品を館内のいたる所に展

示する事で、温かみのある施設作りに努めました。 

⑷ 防災に関する勉強会や、地元消防団と協働で災害時に備えた消火訓練、避難訓練を計画的に

実施し、防災体制の強化に努めました。 



9 
 

令和元年度特別養護老人ホームペガサス春日事業報告書 

 

事業運営 

１ 入所状況（定員１００名 通年営業） 

 ⑴ 平均入所者数  ９８．６名 （前年度 ９８．４名） 

 ⑵ 稼働率     ９８．６％ （前年度 ９８．４％） 

 ⑶ 平均介護度    ３．９７ （前年度  ３．９９） 

２ 地域交流事業等 

 ⑴ 行事関係       ３５回 （運動会、秋祭り、餅つき等） 

 ⑵ 外出支援       ４回 （野球観戦、ショッピング、美術館等） 

 ⑶ 食事関係      ２８回 （バイキング、モーニング、おやつ作り等） 

３ 職員研修 

 ⑴ 外部研修      ３４回  延べ人数６８名 

 ⑵ 内部研修       １２回 （介護技術、終末期ケア、スーパービジョン等） 

４ 各種会議・委員会 

 ⑴ 定例会議・委員会 １５２回 （調整会議、事故防止委員会、感染症予防委員会等） 

 ⑵ 臨時会議・委員会   １回 （感染対策委員会） 

 

重点取組 

１ 福祉サービスの提供に関する取組 

⑴ 生きがいのある自分らしい暮らしを実現するために、アセスメント時には多職種が連携し情

報収集を行い、より細かい本人の状況把握に努めることができました。また、集めた情報をケ

アプランに反映し、個々のニーズに合ったケアを提供することができました。 

⑵ 外出行事では、かつて暮らしていた思い出深い場所に案内し、昔を思い出して楽しんでいた

だいたり、大須観音や近くのショッピングセンター、また地域の美術館等へ出掛け気分転換に

努めることができました。 

⑶ 入所者に安心で安全に過ごしていただくため、職員一人ひとりにリフト研修を行い、使用方

法についての再確認と周知徹底をすることができました。 

⑷ 施設内で感染症等が疑われた場合には、すぐに多職種を交えた緊急感染会議を行い、初期対

応に素早く取り組み、蔓延拡大を最小限に食い止めることができました。 

⑸ 経年劣化により給湯設備に支障が生じたため、給湯管の全面取替工事を行い、安心安全なラ

イフラインを確保することができました。 

 

２ 地域社会と共生するための取組 

⑴ 夏に開催していた祭りを、入所者の体調面を考え、気候の良い秋に変更し開催しました。ま

た、祭りの催事内容も一から見直し、入所者だけでなく、ボランティア、地域の方々も参加し

楽しめる抽選会や、地元の高校ブラスバンド部による大合唱等を行うことができました。 

⑵ 介護の日では地域で暮らす認知症の方々の支援をテーマとし、清須市認知症初期支援チーム

による講話や、最新の介護技術や用品の紹介等を行い、地域における介護に対する理解促進に

努めることができました。 

⑶ 施設で開催する行事を多くの方々に知っていただくため、その行事ごとにフェイスブック記

載担当者をあらかじめ決めておくことで、行事終了後速やかにフェイスブックにアップする環

境を整えました。 

⑷ 地元消防団と協働し、昼間の火災を想定した訓練を行うことで、避難経路や避難方法につい

て新たな課題を見つけることができ、災害時の備えにつなげることができました。 
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令和元年度ペガサス春日短期入所生活介護事業所事業報告書 

 

事業運営 

１ 利用状況（定員１０名 通年営業） 

 ⑴ 平均利用者数   ９．９名 （前年度  ９．１名） 

 ⑵ 稼働率     ９９．５％ （前年度 ９０．５％） 

 ⑶ 平均介護度    ２．６９ （前年度  ２．７９） 

２ 地域交流事業等 

 ⑴ 行事関係       ３５回 （運動会、秋祭り、餅つき等） 

 ⑵ 食事関係      ２８回 （バイキング、モーニング、おやつ作り等） 

３ 職員研修 

 ⑴ 外部研修      ３４回  延べ人数６８名 

 ⑵ 内部研修       １２回 （介護技術、終末期ケア、スーパービジョン等） 

４ 各種会議・委員会 

 ⑴ 定例会議・委員会 １５２回 （調整会議、事故防止委員会、感染症予防委員会等） 

 ⑵ 臨時会議・委員会   １回 （感染対策委員会） 

 

重点取組 

１ 福祉サービスの提供に関する取組 

⑴ 利用者の在宅での生活状況や家族の悩み等を把握するため、初回担当者会議には多職種が参

加し多方面から情報把握に努め、個々のニーズに合った良質なサービスの提供に努めることが

できました。 

⑵ 作品作りでは、機能訓練の一環としてだけでなく、季節の移り変わりが感じられるものを作

製することで、作品作りを通じて四季の変化を感じていただけるように努めました。 

⑶ 利用者に安心で安全に過ごしていただくため、職員一人ひとりにリフト研修を行い、使用方

法についての再確認と周知徹底に取り組むことができました。 

⑷ 地域包括支援センターや市との連携強化を図り、地域に住んでいる方々を緊急で保護する必

要がある時には積極的に受け入れ、福祉施設としての役割を果たすことができました。 

⑸ 経年劣化により給湯設備に支障が生じたため、給湯管の全面取替工事を行い、安心安全なラ

イフラインを確保することができました。 

 

２ 地域社会と共生するための取組 

⑴ 夏に開催していた祭りを、利用者の体調面を考え、気候の良い秋に変更し開催することがで

きました。また、祭りの催事内容も一から見直し、利用者だけでなく、ボランティア、地域の

皆様も参加し楽しめる抽選会や、地元の高校ブラスバンド部による大合唱などを行うことがで

きました。 

⑵ 介護の日では地域で暮らす認知症の方々の支援についてをテーマとし、清須市認知症初期支

援チームによる講話や、最新の介護技術や用品の紹介等を行い、地域における介護に対する理

解促進に努めることができました。 

⑶ 施設で開催する行事を多くの方々に知っていただくため、その行事ごとにフェイスブック記

載担当者をあらかじめ決めておくことで、行事終了後速やかにフェイスブックにアップする環

境を整えました。 

⑷ 地元消防団と協働し、昼間の火災を想定した訓練を行うことで、避難経路や避難方法につい

て新たな課題を見つけることができ、災害時の備えにつなげることができました。 
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令和元年度老人デイサービスセンターペガサス春日事業報告書 

 

事業運営 

１ 利用状況（定員３０名 通年営業、年始２日を除く） 

 ⑴ 平均利用者数  ２７．７名 （前年度 ２６．６名） 

 ⑵ 稼働率     ９２．３％ （前年度 ８８．７％） 

 ⑶ 平均介護度    ２．０７ （前年度  ２．１１） 

２ 地域交流事業等 

 ⑴ 行事関係       ９５回 （法人合同行事、デイサービス夏祭り、新春祭等） 

 ⑵ 食事関係      １７回 （バイキング、季節御膳、舟盛フェア等） 

３ 職員研修 

 ⑴ 外部研修       ８回  延べ人数８名 

 ⑵ 内部研修       ２０回 （吐物処理演習、認知症ケア、無断外出対応等） 

４ 各種会議・委員会 

 ⑴ 定例会議・委員会  ６６回 （調整会議、デイサービス会議、事故防止委員会等） 

 ⑵ 臨時会議・委員会   １回 （緊急感染対策会議） 

 

重点取組 

１ 福祉サービスの提供に関する取組 

⑴ 新規や更新に伴う担当者会議にて、利用の意向や生活環境を確認し、通所介護計画書に反映

させることができました。新たな活動として個別レクリエーションでは手芸クラブや難易度別

木製パズル活動を取り入れ、選択の幅を広げることができました。また、機能訓練では屋外を

意識した段差のあるステップアップ平行棒を取り入れ、より効果的な働きかけができました。 

⑵ 食事に集中する環境を整えるため、食事前に口腔・嚥下体操を実施し、食事中はＢＧＭを流

してリラックスできる雰囲気を演出する等工夫を凝らすことができました。また、口腔ケアを

徹底することにより、口腔内の状況を把握することができました。嚥下機能に変化のある利用

者に対しては家族及びケアマネに相談して、より安全な食事が提供できるよう状態によって随

時食事形態を見直すことができました。 

⑶ 利用者が快適な空間で過ごせるよう、日頃から使用場所及び物品の定期点検等の環境整備に

努めることができました。トイレには収納棚を設置し、物品が清潔かつ安全に使用できるよう

になりました。さらに、会議内において利用者の対応方法について検討を行うことにより、職

員間での情報共有を図ることができ、統一したサービス提供ができました。 

⑷ 利用者の様々なニーズに対して柔軟に対応したり、利用者の些細な変化に対して写真や書面

を活用した迅速且つ的確な報告及び必要なケアの提案を行うことにより、居宅介護支援事業所

とのさらなる信頼関係の構築に努めることができました。また、事業所規模に適した受け入れ

や取得加算の要件確認については毎月の管理を行い、適正な施設運営を行うことができました。 

⑸ 感染症対策実践のため、看護師が講師となり吐物処理演習を行い、手順や使用物品等の復習

を通してマニュアルに沿った正しい対応ができるよう確認しました。また、風邪症状やその他

感染症の疑いが生じた利用者に対しては早めの受診を勧め、集団生活の場でサービス利用して

いただく理解を深めていただくよう臨機応変に連携することができました。 

 

２ 地域社会と共生するための取組 

⑴ 催しのボランティアの他、食事イベントや機能訓練を兼ねた外出支援実施の際にはボランテ

ィアにも参加していただき、地域交流の活性に努めることができました。また、社協事業の一

つである麻雀サロンの会場として当施設を提案し、社会福祉施設としての役割を担い、地域住

民との関わりを深める機会を新たに設けることができました。 

⑵ 月刊パンフレット、フェイスブック、イベントチラシを積極的に活用し、様々な行事情報や

施設全体の取り組みを紹介することにより、利用者家族、地域住民、居宅介護支援事業所等に

情報発信することができました。 

 ⑶ 災害に備えた想定訓練を地元消防団と協働し、避難訓練、放水訓練の実施及び非常用小型蓄

電池の説明等の災害備蓄物資の確認を行いました。避難時に危険箇所がないよう日頃から整理

整頓や動線確保を意識した環境整備を行うことができました。 
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令和元年度グループホームペガサス春日事業報告書 

 

事業運営 

１ 入所状況（定員９名 通年営業） 

 ⑴ 平均入所者数   ８．９名 （前年度  ９．０名） 

 ⑵ 稼働率     ９８．４％ （前年度 ９９．８％） 

 ⑶ 平均介護度    １．７１ （前年度  １．５０） 

２ 地域交流事業等 

 ⑴ 行事関係       ２０回 （合同文化祭、歌謡ショー、家族交流会等） 

 ⑵ 外出支援       ７回 （清洲城外出、喫茶外出、いちご狩り等） 

 ⑶ 食事関係       ３回 （花見弁当、焼き芋会、ひな祭り食） 

３ 職員研修 

 ⑴ 外部研修       ７回  延べ人数７名 

 ⑵ 内部研修        ３回 （衛生講習会、腰痛予防、事業説明会） 

４ 各種会議・委員会 

 ⑴ 定例会議・委員会  ６０回 （調整会議、衛生委員会、感染症予防委員会等） 

 ⑵ 臨時会議・委員会   １回 （緊急感染予防会議） 

 

重点取組 

１ 福祉サービスの提供に関する取組 

⑴ 入所者個々の能力に応じて、在宅生活と同様の炊事や清掃等を職員とともに行うことで、家

庭的な生活を実感していただきました。また、入所時や面会時等での家族の要望等を受けてホ

ーム会議で話し合い、サービスの向上に努めました。 

⑵ いちご狩り、焼き芋会、桜、梅の花見外出等を実施し、五感で季節を感じていただくことが

できました。また、家族交流会を開催し家族団らんの時間を過ごしていただきました。自宅近

所の知人の訪問や地域の清掃活動への参加等、地域社会と継続的に関わりを持つことができま

した。 

⑶ 入所者が快適に生活できるように雑誌などの書籍を配置しました。行事の際の写真を室内に

掲示し会話の話題を作りました。また、入所者と共に日中の居室清掃を行ったり、職員で共有

エリアの清掃・消毒に努め、清潔感のある生活スペースが確保できました。 
⑷ 施設外研修や施設内勉強会に参加して、職員の資質向上に努めることができました。また、

研修で学んだ内容については、会議等で情報共有できるよう努めることができました。 

⑸ 各部署と連携し感染症委員会等での意見交換を活発に行うとともに、マニュアルの見直しを

行い施設全体での感染症対策に努めました。 

 

２ 地域社会と共生するための取組 

⑴ 教員の福祉体験、教員免許介護実習を受け入れ、認知症介護の現状を体験して理解を深めて

いただきました。また、中学生の職場体験、ボランティアの受け入れを行いました。 

⑵ フェイスブックや福祉会だよりを活用して、日々の活動の様子を紹介することにより、家族

や地域の方々に事業活動を周知し、理解を深めていただけるよう努めることができました。ま

た、日々の生活の様子を紹介した「かわら版」を毎月発行して、地域に掲示するとともに、家

族には入所者個々の活動を伝えました。 

⑶ 運営推進会議を定期的に開催し、事業活動の説明、率直な意見交換の他、入所者とともに昼

食、おやつを試食していただく機会を設けました。 

 ⑷ 地元消防団と協働し避難訓練を行うことで、災害時の誘導、手順の確認ができました。 
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令和元年度けあはうすペガサス春日事業報告書 

 

事業運営 

１ 入所状況（定員３０名 通年営業） 

⑴ 平均入所者数  ２９．５名 （前年度 ２８．８名） 

⑵ 稼働率     ９８．３％ （前年度 ９５．９％） 

⑶ 要介護者数      ６名 （前年度    ７名） 

２ 地域交流事業等 

⑴  行事関係      １０３回 （運動会、秋祭り、もちつき等） 

⑵ 外出支援      ４７回 （ショッピング、昼食外出、季節を感じられる外出等） 

⑶ 食事関係      ３２回 （モーニング、バイキング、鍋の日等） 

３ 職員研修 

⑴ 外部研修       ５回  延べ人数５名 

⑵ 内部研修        ５回 （施設内研修、法人内研修） 

４ 各種会議・委員会 

⑴ 定例会議・委員会  ７３回 （調整会議、けあはうす会議、事故防止委員会等） 

⑵ 臨時会議・委員会   １回 （緊急感染症対策会議） 

 

重点取組 

１ 福祉サービスの提供に関する取組 

⑴ 入所者個々が穏やかで安心した自立生活を送ることができるよう本人や家族と相談しなが

ら、心身の状態や生活環境に寄り添った福祉サービスの利用について、他の事業所と連携をと

ることができました。 

⑵ ショッピング等の定期的な外出の他、毎年恒例の桜見物、紫陽花見物、初詣など季節を感じ

られる外出行事を行うことができました。また、地元の管弦楽団演奏会や一宮の七夕まつり等

に出かけることができ、地域の方々と交流することができました。 
新たな試みとして秋祭りを実施し、多くのボランティアとの交流をはじめ、家族との関わり

も大切にすることができました。 

⑶ 安心して快適な生活が送れるよう、給湯管の整備を行うことができました。 
福祉サービスを適切に実施することができるよう、施設内外の研修に参加することができま

した。 

⑷ 入所希望者の確保のため、地域包括支援センターをはじめ他の事業所と連携をとることがで

きました。また、可能な限り多くの方が利用できるよう円滑な入退所に努めることができまし

た。 

⑸ フロア内においては、毎日の換気、消毒をはじめ、入所者への感染予防に対する啓発活動を

行うことができました。感染予防や発症時の初期対応方法について、感染症委員会や実演に参

加することにより感染症対策の実践に努めることができました。 

 

２ 地域社会と共生するための取組 

⑴ 福祉カフェでは、ボランティアの協力のもと定期的に開催することができました。介護の日

では、外部講師を招き、市の認知症サポート体制について多くの地域住民に情報提供すること

ができました。 
小中学校で行われる福祉実践教室では認知症理解について、また地域で行われるサロンでは

介護予防等について各講師を務め、福祉教育の推進に努めることができました。 

⑵ 福祉会だよりやフェイスブックなどの広報媒体を活用して、日頃の入所者の様子や活動内容

について、入所者家族や地域住民に理解を深めていただけるよう努めることができました。 

⑶ 災害に備え、防災訓練を実施することができました。地元消防団と協働し実践をまじえての

訓練では、入所者とともに参加することができ、防災意識の向上につなげることができました。 
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令和元年度特別養護老人ホーム清洲の里事業報告書 

 

事業運営 

１ 入所状況（定員８０名 通年営業） 

 ⑴ 平均入所者数  ７８．７名 （前年度 ７９．１名） 

 ⑵ 稼働率     ９８．３％ （前年度 ９８．９％） 

 ⑶ 平均介護度    ３．９５ （前年度  ３．９２） 

２ 地域交流事業等 

 ⑴ 行事関係       ５２回 （お祭り、家族交流会、運動会等） 

 ⑵ 外出支援      ２３回 （桜の花見、初詣、ショッピング等） 

 ⑶ 食事関係      ２３回 （ランチ会、バイキング、出張寿司等） 

３ 職員研修 

 ⑴ 外部研修      ５３回  延べ人数９２名 

 ⑵ 内部研修       １４回 （感染症予防、看取りケア、認知症ケア等） 

４ 各種会議・委員会 

 ⑴ 定例会議・委員会 １１９回 （感染対策委員会、リーダー会議、事故防止委員会等） 

 ⑵ 臨時会議・委員会   ４回 （臨時感染対策会議、臨時ケース検討会） 

 

重点取組 

１ 福祉サービスの提供に関する取組 

⑴ 日頃から入所者及び家族とコミュニケーションを多く図り、入所者個々のニーズや家庭環境

をケアプランに反映することで、入所者が安心して過ごせるサービス提供に努めました。 

⑵ 入所者が楽しみにしているおやつ作り、運動会等の施設内イベントや、花見や初詣等、季節

に応じた外出企画を行い、楽しい時間を過ごせるように支援しました。また、外出支援では、

家族と一緒に出かけることで、入所者だけでなく家族からの喜びの声も聞かれました。 

⑶ 嚥下困難な入所者にミールラウンドを通じて、一人ひとりにあった食事環境や食事形態を検

討し、安心で安全な食事を提供しました。また、バイキングやランチ会等の食事行事では旬の

食材を使用したメニューとすることで、季節を楽しむことができる食事を提供しました。 

⑷ 事故防止委員会で事故統計データを活用した検証を行い、他のユニットと情報共有図ること

で再発防止に取り組むことができました。また、医療安全委員会では、嘱託医と連携してマニ

ュアルの見直しや特定行為業務の確認等、医療的ケアについて検証し見直しを行いました。 

⑸ 介護技術や認知症介護についてのスキルアップ研修等、さまざまな外部研修へ積極的に参加

し、介護力向上に努めました。また、施設内研修では愛知県看護協会と連携して開催した看取

り介護の研修をはじめ、多くの学びの場を設けることで施設全体の介護力向上を図りました。 

⑹ 感染・褥瘡委員会を中心に、マニュアルの見直しを行い周知することで感染症対策の標準化

を図りました。また、新型コロナウイルス感染症では、最新の情報収集を行い職員に発信し、

対応策を検討することで発生防止に努めました。 

 

２ 地域社会と共生するための取組 

⑴ 地域住民の方を招いて、介護予防や健康増進等をテーマに福祉カフェをボランティアと協働

で開催し、地域福祉の増進に努めました。また、地域のサロンへ出向き、住民の方に向けて介

護や高齢者施設についての講話を行う等、福祉や介護に関する啓発活動を行いました。 

⑵ 介護福祉士や社会福祉士等を目指す学生の実習を受入れるとともに、高校生ボランティアや

職場体験生等を受け入れる等、次世代を担う福祉人材の育成につなげました。 

⑶ 入所者の日常生活の様子や施設の活動状況を、福祉会だよりやフェイスブックを通じて、家

族、ボランティア、地域住民に紹介することで、透明性の高い施設づくりに努めました。 

⑷ 地域と連携を図りながら、介護放棄等の理由により自宅で介護を受けることができない環境

にある高齢者を受入れることで、セーフティネットの役割を果たすことができました。 
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令和元年度清洲の里短期入所生活介護事業所事業報告書 

 

事業運営 

１ 利用状況（定員２０名 通年営業） 

 ⑴ 平均入所者数  １９．２名 （前年度 １８．８名） 

 ⑵ 稼働率     ９５．９％ （前年度 ９４．１％） 

 ⑶ 平均介護度    ２．９２ （前年度  ３．００） 

２ 地域交流事業等 

 ⑴ 行事関係       ５２回 （お祭り、保育園児来訪、運動会等） 

 ⑵ 食事関係      ２３回 （ランチ会、バイキング、出張寿司等） 

３ 職員研修 

 ⑴ 外部研修      ５３回  延べ人数９２名 

 ⑵ 内部研修       １４回 （感染症予防、褥瘡予防、認知症ケア等） 

４ 各種会議・委員会 

 ⑴ 定例会議・委員会 １１９回 （感染対策委員会、リーダー会議、事故防止委員会等） 

 ⑵ 臨時会議・委員会   ４回 （臨時感染対策会議、臨時ケース検討会） 

 

重点取組 

１ 福祉サービスの提供に関する取組 

⑴ 新規の面接やサービス担当者会議はもとより、送迎時や居宅介護支援事業所訪問時に利用者

についての情報交換を家族、ケアマネジャーと密に行うことで、個々のニーズに合ったサービ

ス提供に努めました。 

⑵ カラオケ大会や豆まき等の施設内行事や季節に合わせた創作活動を行い、楽しくメリハリの

ある生活を送ることができました。また、機能訓練を兼ねた地域各所への外出企画や器具を使

った運動等を実施し、心身機能の維持、活性化を図りました。 

⑶ 利用者と職員が協働で希望の献立による昼食作りを行い、食を通じた満足度向上に努めまし

た。また、バイキングやランチ会等の食事行事では旬の食材を使用したメニューとすることで、

季節を楽しむことができる食事を提供しました。 

⑷ 事故防止委員会で事故統計データを活用した検証を行い、他のユニットと情報共有図ること

で再発防止に取り組むことができました。また、医療安全委員会では、嘱託医と連携してマニ

ュアルの見直しや特定行為業務の確認等、医療的ケアについて検証し見直しを行いました。 

⑸ 介護技術や認知症介護についてのスキルアップ研修等、さまざまな外部研修へ積極的に参加

し、介護力向上に努めました。また、施設内研修では認知症ケアをはじめ、多くの学びの場を

設けることで施設全体の介護力向上を図りました。 

⑹ 感染・褥瘡委員会を中心に、マニュアルの見直しを行い周知することで感染症対策の標準化

を図りました。また、新型コロナウイルス感染症では、最新の情報収集を行い職員に発信し、

対応策を検討することで発生防止に努めました。 

 

２ 地域社会と共生するための取組 

⑴ 地域住民の方を招いて、介護予防や健康増進等をテーマに福祉カフェをボランティアと協働

で開催し、地域福祉の増進に努めました。また、地域のサロンへ出向き、住民の方に向けて介

護や高齢者施設についての講話を行う等、福祉や介護に関する啓発活動を行いました。 

⑵ 介護福祉士や社会福祉士等を目指す学生の実習を受入れるとともに、高校生ボランティアや

職場体験生等を受け入れる等、次世代を担う福祉人材の育成につなげました。 

⑶ 利用者の日常生活の様子や施設の活動状況を、福祉会だよりやフェイスブックを通じて、家

族、ボランティア、地域住民に紹介することで、透明性の高い施設づくりに努めました。 

⑷ 地域と連携を図りながら、介護放棄等の理由により自宅で介護を受けることができない環境

にある高齢者を受入れることで、セーフティネットの役割を果たすことができました。 
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令和元年度特別養護老人ホーム平安の里事業報告書 

 

事業運営 

１ 入所状況（定員９６名 通年営業） 
 ⑴ 平均利用者数  ９４．０名 （前年度 ９４．７名） 
 ⑵ 稼働率     ９８．０％ （前年度 ９８．６％） 
 ⑶ 平均介護度    ３．９４ （前年度  ３．８８） 
２ 地域交流事業等 
 ⑴ 行事関係      ２６回 （夏祭り、出張回転すし、家族交流会等） 
 ⑵ 外出支援      ３９回 （喫茶こもれび、清洲城、清須ボランティア祭り等） 
 ⑶ 食事関係      ４５回 （昼食バイキング、モーニング、松花堂弁当等） 
３ 職員研修 
 ⑴ 外部研修      ４２回  延べ人数６４名 
 ⑵ 内部研修      １２回 （事故防止、感染症予防、ユニットケアについて等） 
４ 各種会議・委員会 

 ⑴ 定例会議・委員会 １１２回 （運営連絡会議、リーダー会議、ユニット会議等） 

 ⑵ 臨時会議・委員会   ４回 （臨時事故防止員会、臨時感染症対策委員会） 

 

重点取組 

１ 福祉サービスの提供に関する取組 

⑴ 入所者個々の趣味や日課が継続して行えるように、定期的に開催するカンファレンスにて適

切な支援方法を施設サービス計画書に反映し、笑顔のあふれる安心した生活ができるようサー

ビス提供に取り組みました。また、感染防止のための面会制限時には、入所者、家族双方の生

活風景や笑顔を見ていただけるようタブレットを用いたビデオレターの対応を継続すること

によって、安心感の提供に努めました。 

⑵ 季節の移り変わりを感じられるよう、ユニット内を装飾しました。また、季節を肌で感じら

れる行事、外出を行うことにより、楽しい日常生活を過ごしていただきました。 

⑶ 外出行事では、住み慣れた地域で行われるイベントやお祭りへ出向き、地域の方々と触れ合

い、街並みを歩くことにより、心身の機能維持に努めました。 

⑷ 事故防止委員会では、同様の事故が起こらないように再発防止策をまとめ、全職員で情報共

有することにより、入所者が安心、安全に生活できるように努めました。 

⑸ 毎月開催しているバイキングでは、四季折々の旬の食材を使っての提供、また、二十四節気

にちなんだ五感で感じていただけるよう工夫を凝らした食事の提供、出張回転すしを実施する

ことにより、メリハリのある生活を送っていいただけるよう努めました。 

⑹ 施設内研修では、さらなる知識の習得に努めました。外部研修では、専門職としての知識や

技術を習得し実践することにより、入所者が安心して生活できるサービス提供に努めました。 

 

２ 地域社会と共生するための取組 

⑴ 夏祭りや介護の日では、多くの地域住民に参加していただき、施設運営の理解促進につなげ

ることができました。また、季節ごとに開催される地域のイベントにも足を運び、地域住民と

触れ合う機会を設けました。 

⑵ 介護福祉士、管理栄養士の実習生、社会福祉奉仕体験の高校教員や小学校教員を受け入れる

ことにより、地域貢献または次世代の人材育成を行うことができました。 

⑶ ボランティア活動後に喫茶コーナーや会議室を活用していただき、情報交換の場として提供

することができました。また、その場で積極的に交流することにより、信頼関係の構築に努め

ました。 

⑷ フェイスブックを通じて、地域のボランティア等が参加した施設行事や入所者の日常生活の

活動状況を掲載して広く周知することができました。 

⑸ 風水害や震災時にも入所者が継続して生活できるよう、防災訓練を実施して、防災意識の高

揚に努めました。また、冬季の感染症対策の見直しを行い、安心して生活できるように努めま

した。 
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令和元年度平安の里短期入所生活介護事業所事業報告書 

 

事業運営 
１ 利用状況（定員３０名 通年営業） 
 ⑴ 平均利用者数  ２８．４名 （前年度 ２８．５名） 
 ⑵ 稼働率     ９４．５％ （前年度 ９４．９％） 
 ⑶ 平均介護度    ２．９８ （前年度  ２．９９） 
２ 地域交流事業等 
 ⑴ 行事関係      ２６回 （運動会、出張回転すし、ビアガーデン等） 
 ⑵ 食事関係      ４５回 （昼食バイキング、モーニング、松花堂弁当等） 
３ 職員研修 
⑴ 外部研修      ４２回  延べ人数６４名 

 ⑵ 内部研修      １２回 （事故防止、感染症予防、ユニットケアについて等） 
４ 各種会議・委員会 

 ⑴ 定例会議・委員会 １１２回 （運営連絡会議、リーダー会議、ユニット会議等） 

 ⑵ 臨時会議・委員会   ４回 （臨時事故防止員会、臨時感染症対策委員会） 

 

重点取組 

１ 福祉サービスの提供に関する取組 

⑴ 自宅での生活が可能な限り継続できるよう、新規受け入れの際には、生活相談員だけでなく

看護師や介護員など他職種と協力し面接に行き、多くの情報収集に努めました。また、担当者

会議へ参加して、サービス提供時の内容や本人の要望等も伝えて、情報共有を図ることにより、

より良いサービスの提供に努めました。 

⑵ 季節の移り変わりを感じられるよう、ユニット内を装飾しました。また、季節を肌で感じら

れる行事、外出を行うことにより、楽しい日常生活を過ごしていただきました。 

⑶ 四季の移り変わりが感じられるよう、住み慣れた地域で行われるイベントやお祭りへ出向き、

地域の方々と触れ合うことにより、心身の機能維持や認知機能の予防に努めることができまし

た。 

⑷ 事故防止委員会では、同様の事故が起こらないように再発防止策をまとめ、全職員で情報共

有することにより、利用者が安心、安全に生活できるように努めました。 

⑸ 毎月開催しているバイキングでは、四季折々の旬の食材を使っての提供、また、二十四節気

にちなんだ五感で感じていただけるよう工夫を凝らした食事の提供、出張回転すしを実施する

ことにより、メリハリのある生活を送っていいただけるよう努めました。 

⑹ 施設内研修では、さらなる知識の習得に努めました。外部研修では、専門職としての知識や

技術を習得し、実践することにより、利用者が安心して生活できるサービス提供に努めました。 

 

２ 地域社会と共生するための取組 

⑴ 夏祭りや介護の日では、多くの地域住民に参加していただき、施設運営の理解促進につなげ

ることができました。また、季節ごとに開催される地域のイベントにも足を運び、地域住民と

触れ合う機会を設けました。 

⑵ 介護福祉士、管理栄養士の実習生、社会福祉奉仕体験の高校教員や小学校教員を受け入れる

ことにより、地域貢献または次世代の人材育成を行うことができました。 

⑶ ボランティア活動後に喫茶コーナーや会議室を活用していただき、情報交換の場として提供

することができました。また、その場で積極的に交流することにより、信頼関係の構築に努め

ました。 

⑷ フェイスブックを通じて、地域のボランティア等が参加した施設行事や利用者の日常生活の

活動状況を掲載して広く周知することができました。 

⑸ 風水害や震災時にも利用者が継続して生活できるよう、防災訓練を実施して、防災意識の高

揚に努めました。また、冬季の感染症対策の見直しを行い、安心して生活できるように努めま

した。 
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令和元年度老人デイサービスセンター平安の里事業報告書 

 

事業運営 
１ 利用状況（定員３０名 通年営業、年始２日を除く） 
 ⑴ 平均利用者数  ２９．２名 （前年度 ２７．０名） 
⑵ 稼働率     ９７．４％ （前年度 ９０．０％） 
⑶ 平均介護度    １．９１ （前年度  １．８７） 

２ 地域交流事業等 
⑴ 行事関係      ２２回 （保育園児訪問、合同運動会、出張回転すし等） 
⑵ 食事関係      １３回 （昼食バイキング、松花堂弁当、おやつバイキング等） 

３ 職員研修 
⑴ 外部研修      １２回  延べ人数１２名 
⑵ 内部研修        ４回 （食中毒予防、認知症について、事故防止・身体拘束廃止等） 

４ 各種会議・委員会 

 ⑴ 各種会議・委員会  ４８回 （運営連絡会議、デイサービス会議、衛生委員会等） 

 ⑵ 臨時会議・委員会   １回 （臨時感染症対策委員会） 

 

重点取組 

１ 福祉サービスの提供に関する取組 

⑴ 利用者の意欲向上につながるよう、利用時の状況や会話の中で気づいた要望等を取り入れた

通所介護計画書を作成し、自立心が向上できるような支援に努めました。また、デイサービス

会議で、サービスの統一を図るために情報共有を行い、質の高いサービスの提供に努めました。 

⑵ 身体状況に合わせた機能訓練のプログラムを実施して評価を行い、上下肢筋力の維持向上に

努めました。また、心身のリフレッシュを兼ねて屋上庭園の散歩を実施しました。 

⑶ 利用日に継続して行える個別レクリエーションの実施や、風船バレー大会など集団レクリエ

ーションでは、チームとしての絆が生まれ、一体感を感じることができる取り組みを行いまし

た。 

⑷ 利用者の身体状況の変化や危険予知を行い、職種間で連携することにより、事故防止に努め

ました。また、事故発生時は速やかに事故報告書を作成して職員間で情報共有を図り、デイサ

ービス会議内でも検討して、再発防止に努めました。 

⑸ サービス担当者会議に出席して、利用中の様子を明確にお伝えし、利用者本人に合ったサー

ビスを紹介することで、多くの新規利用者の獲得し、稼働率向上につなげました。 

⑹ 日々の送迎では安全運転に心掛け、事故のない利用者送迎をすることができました。また、

危険個所については事前に運転手が確認を行い事故防止に努めました。 

 

２ 地域社会と共生するための取組 

⑴ 介護福祉士、管理栄養士の実習生、社会福祉奉仕体験の高校教員や小学校教員を受け入れて、

地域貢献及び次世代の人材育成を行うことができました。 

⑵ 福祉会だより、フェイスブック、月間パンフレットに利用中の様子やデイサービスでの活動

を発信することで、家族、ケアマネジャー、地域の方々にデイサービスの役割を理解していた

だけるよう努めました。 

⑶ ボランティア担当者が来設日の打ち合わせを事前に行い、企画書を作成して次回の活動をス

ムーズに遂行できるように努めました。また、行事実施後は、喫茶コーナーを活用していただ

き、情報交換の場として提供し、話し合った課題を検討し、報告書へ挙げて次回の活動につな

げました。 

⑷ 保険者、地域包括支援センター、居宅介護支援事業所との連携を図りながら地域で生活する

要介護者の情報共有を行い、継続的に利用していただくことにより、利用者、家族が心身とも

穏やかに、安心して在宅生活ができるよう努めました。 
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令和元年度西春日井福祉会居宅介護支援事業所事業報告書 

 

事業運営 

１ ケアプラン作成状況 

 ⑴ 作成数    ２，６３９名 （前年度 ２，６７５名） 

 ⑵ 予防委託数    ６３９名 （前年度   ７０２名） 

 ⑶ 平均介護度    １．８０ （前年度   ２．１０） 

２ 相談受付状況 

 ⑴ 全体        ９１名 （前年度   １０７名） 

 ⑵ 地区別 

  ア 清須市      ４５名 （前年度    ５３名） 

  イ 北名古屋市    ３６名 （前年度    ４６名） 

  ウ 豊山町       ２名 （前年度     ４名） 

  エ その他       ８名 （前年度     ４名） 

３ 新規契約・契約終了数 

 ⑴ 新規契約名数    ６７名 （前年度    ７７名） 

 ⑵ 契約終了名数    ６８名 （前年度    ７５名） 

４ 認定調査請求数   １６５名 （前年度   ２５１名） 

５ 職員研修 

 ⑴ 外部研修      ７５回 （前年度    ６８回） 

 ⑵ 内部研修      ４８回 （前年度    ５２回） 

 ⑶ 各種会議      ３６回 （前年度    ３８回） 

 

重点取組 

１ 福祉サービスの提供に関する取組 

⑴ 利用者の自己決定を尊重し自立した日常生活が送れるよう、地域のサービスを紹介しました。

また、特定の事業所に偏ることがないよう公平中立な対応を行いました。 

⑵ サービス計画の作成にあたり、介護タクシーや配食サービス等介護保険以外のサービスを提

案し、安心して地域で過ごせるよう支援しました。 

⑶ 職員各々の業務の効率化を図るため、サービス自己評価表を用いて自身の業務を見直す機会

を持ち、自己研鑽に努めました。 

⑷ 研修計画を作成し、レインボーネット等からの情報を得て、職員全員が積極的に外部研修に

参加しました。内部研修は、職員各々がテーマに添い、事例検討や困難事例をもとに疑問点や

課題を出し合い、知識の向上を図りました。 

⑸ 定例会議を毎週開催し、地域の情報や医療介護に関連した情報を共有しました。利用者の状

態に応じて家族に新たな提案をすることができ、相談業務に生かすことができました。 

⑹ 定例会議前に開催するチーム会議は、チーム毎に利用者の状況を報告し共有することで、担

当ケアマネ以外の職員も相談対応し、継続的に支援することができました。 

⑺ 事業所内の職務分担業務について、主担当と副担当で協力し合い、業務の効率化を図りまし

た。 

 

２ 地域社会と共生するための取組 

⑴ 行政機関や地域包括支援センターおよび他サービス事業者とは、常に連携を深め意見交換す

る中で、より良い関係性を築くことができました。 

⑵ 市町や地域包括支援センターが主催する研修に積極的に参加し、地域連携を深めました。 

⑶ 主治医とは日頃から連携を図り、入院時には病院のソーシャルワーカーと連携を取り合い、

自宅に戻っても安心して生活できるよう環境整備も行い、退院支援の協力ができました。 

⑷ 災害時に迅速な対応ができるよう、連絡体制のマニュアルを再度確認しました。利用者や家

族が不安なく生活できるよう、市町が取り組む情報を伝え、避難場所なども一緒に確認しまし

た。 
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令和元年度障害者支援施設尾張中部福祉の杜（施設入所）事業報告書 

 

事業運営 

１ 入所状況（定員５０名 通年営業） 

 ⑴ 平均入所者数  ４９．９名 （前年度 ４８．７名） 

 ⑵ 稼働率     ９９．８％ （前年度 ９７．４％） 

 ⑶ 平均障害支援区分 ５．２０ （前年度  ５．１１） 

２ 地域交流事業等 

⑴  行事関係      １５回 （夏祭り、クリスマス会、食事会等） 

⑵  外出支援     １０９回 （合同外出、ユニット個別外出、買い物等） 

⑶  食事関係      ５０回 （行事食、ご当地メニュー） 

３ 職員研修 

⑴  外部研修      ６２回  延べ人数７４名 

⑵  内部研修      ３２回 （新人研修、支援研修、嘱託研修等） 

４ 各種会議・委員会 

⑴  定例会議・委員会 ２６２回 （運営会議、ユニット会議、日中活動調整会議等） 

⑵  臨時会議・委員会   ２回 （入所主任者会議、感染症対策委員会） 

 

重点取組 

１ 福祉サービスの提供に関する取組 

⑴ 利用者の人権を尊重し、安心・安全なサービスを提供するため、人権委員会を設置し、呼称

の徹底や率先して良い支援をする人権グッドマンを実施し、全体に周知しました。全職員を対

象に障害者虐待に関する内容の研修を実施し、意識の向上を図りました。 

⑵ 健康委員会及び感染症対策委員会を設置し、利用者の健康状態の把握や職員の感染症に対す

る意識の向上を図りました。新型コロナウイルスについても全体に周知し、感染予防につなげ

ました。 

⑶ 楽しみのある豊かな生活づくりのため、合同外出委員会を設置し、１泊旅行や外出を計画的

に実施し、一人ひとりの希望に沿った外出支援となるよう努めました。 

⑷ 安心安全な環境づくりのため防災・環境委員会を設置し、毎月環境整備を行い、設備の点検

や補修を実施しました。また、災害時における業務継続計画を作成しました。 

⑸ 楽しみのある豊かな食生活を送るため、ご当地メニューや行事メニューを取り入れ、季節感

のあるバラエティに富んだ献立を工夫しました。 

⑹ 実践力のある職員を育成するため、外部研修では発達障害者支援研修や自閉症を学ぶ研修等

へ計画的に派遣し、内部研修では新人研修や支援研修等を実施しました。 

⑺ 計画的な地域移行を進めていくため、グループホーム開設準備ワーキンググループを設置し、

整備や運営、活動内容等を検討しました。 

 

２ 地域社会と共生するための取組 

⑴ 地域の理解と支援に感謝し、地域との交流を目的とした記念祭を開催する予定で準備してい

ましたが、台風の影響で中止となりました。 

⑵ 社会参加を進めるため、地域のスーパーや喫茶店、美容院等に出かけました。朝のラジオ体

操へも参加し、地域の人と関りを深める活動にも参加しました。 

⑶ 地域の施設理解を深めるため、広報紙やフェイスブック等を活用し、施設の情報を積極的に

発信しました。 

⑷ 地域の障害理解を深めるため、中学生の職場体験学習を受け入れました。また、夏休みには

福祉体験教室を、障害者週間には福祉映画の上映会を開催して、施設と障害者への理解を深め

てもらいました。 

⑸ 園芸や手芸班には、個人ボランティアが定期的に来所されています。身障部門では、歌や演

奏、踊りなど多数のグループが来られ、利用者が楽しめる機会になりました。 

⑹ 地域のイベントや西春日井地域福祉の店への出店など、地域住民に対して障害理解を深めて

もらう活動を行いました。喫茶ギャラリーこもれびでは、作品展示や各種リーフレットを利用

して障害者および高齢者福祉の情報発信を行いました。 
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令和元年度障害者支援施設尾張中部福祉の杜（短期入所）事業報告書 

 

事業運営 

１ 利用状況（定員１０名 通年営業） 

 ⑴ 平均利用者数   ８．８名 （前年度  ８．６名） 

 ⑵ 稼働率     ８８．１％ （前年度 ８６．０％） 

 ⑶ 平均障害支援区分 ４．７８ （前年度  ５．０６） 

２ 地域交流事業等 

⑴  行事関係      １５回 （夏祭り、クリスマス会、食事会等） 

⑵  食事関係      ５０回 （行事食、ご当地メニュー） 

３ 職員研修 

⑴  外部研修      ６２回  延べ人数７４名 

⑵  内部研修      ３２回 （新人研修、支援研修、嘱託研修等） 

４ 各種会議・委員会 

⑴  定例会議・委員会 ２６２回 （運営会議、ユニット会議、日中活動調整会議等） 

⑵  臨時会議・委員会   ２回 （入所主任者会議、感染症対策委員会） 

 

重点取組 

１ 福祉サービスの提供に関する取組 

⑴ 家族と離れる不安を軽減するために、できるだけ同じユニットや居室を用意し、一人ひとり

に合った生活環境の提供に努めました。新規利用者の契約や緊急入所に対応し、稼働目標を大

幅に上回りました。 

⑵ 個々の希望に応じて、ユニットの余暇活動に参加していただき、楽しく過ごすことができま

した。一部の利用者は、普段通っている事業所へ通所することで、情緒の安定につなげること

ができました。 

⑶ 相談支援センターと連携して、サービスを必要としている地域の人に情報を届けることで、

新規の利用者が少しずつ増加しました。 

 

２ 地域社会と共生するための取組 

⑴ 安心して地域で生活することができるように、家族の病気や虐待等の緊急利用は、優先して

受け入れました。利用希望が集中し利用調整が難しい場合は、サービス提供区域外の利用希望

をお断りすることがありました。 

⑵ 相談支援センターや市町福祉課、社会福祉協議会等の関係機関と連携することで、速やかに

緊急入所や虐待ケースを受け入れ、家族の負担軽減や本人保護に努めました。懸念ケースにつ

いては、サービス担当者会議に参加し検討することで、グループホームへの移行につなぐこと

ができました。 
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令和元年度障害者支援施設尾張中部福祉の杜（生活介護）事業報告書 

 

事業運営 

１ 利用状況（定員６８名 月～土営業、日曜、年末年始６日を除く） 

 ⑴ 平均利用者数  ６５．２名 （前年度 ６５．７名） 

 ⑵ 稼働率     ９５．８％ （前年度 ９６．７％） 

 ⑶ 平均障害支援区分 ５．１６ （前年度  ４．４６） 

２ 地域交流事業等 

⑴ 行事関係      １５回 （夏祭り、クリスマス会、食事会等） 

⑵ 食事関係      ５０回 （行事食、ご当地メニュー） 

３ 職員研修 

⑴ 外部研修      ６２回  延べ人数７４名 

⑵ 内部研修      ３２回 （新人研修、支援研修、嘱託研修等） 

４ 各種会議・委員会 

⑴ 定例会議・委員会 ２６２回 （運営会議、ユニット会議、日中活動調整会議等） 

⑵ 臨時会議・委員会   ２回 （入所主任者会議、感染症対策委員会） 

 

重点取組 

１ 福祉サービスの提供に関する取組 

⑴ 計画相談と連動し、本人のニーズに沿った個別支援計画を作成し、モニタリングと評価を行

い、概ね本人のニーズに沿った支援ができました。社会参加を進めるため近隣への外出や買い

物に積極的に出かけました。作業活動の納品や材料の購入に出かけ、活動意欲を高められるよ

う努めました。 

⑵ 喫茶ギャラリーこもれびの活動には、昨年度より１名増え６名が参加しています。来店者か

ら声をかけていただくなどの交流を通して、一層の活動意欲が引き出されました。 

⑶ 実践力のある職員を育成するため、外部研修では発達障害者支援研修や自閉症を学ぶ研修等

へ計画的に派遣し、内部研修では新人研修や支援研修等を実施しました。 

⑷ 特別支援学校の実習生を受け入れ、次年度の利用につなげることができました。希望のあっ

た利用者の利用回数を増やしましたが、新規利用者が少なく、稼働目標を達成できませんでし

た。 

⑸ 健康委員会及び感染症対策委員会を設置し、利用者の健康状態の把握や職員の感染症に対す

る意識の向上を図りました。新型コロナウイルスについても全体に周知し、感染予防につなげ

ました。 

⑹ 安心安全な環境づくりのため防災・環境委員会を設置し、毎月環境整備を行い設備の点検や

補修を実施しました。また、災害時における業務継続計画を作成しました。 

 

２ 地域社会と共生するための取組 

⑴ 地域の理解と支援に感謝し、地域との交流を目的とした記念祭を開催する予定で準備してい

ましたが、台風の影響で中止となりました。 

⑵ 社会参加を進めるため、地域のスーパーや喫茶店、美容院等に出かけました。朝のラジオ体

操へも参加し、地域の人と関りを深める活動にも参加しました。 

⑶ 地域の施設理解を深めるため、広報紙やフェイスブック等を活用し、様々な視点で積極的に

発信しました。 

⑷ 地域の障害理解を深めるため、中学生の職場体験学習を受け入れました。また、夏休みには

福祉体験教室を、障害者週間には福祉映画の上映会を開催して、施設と障害者への理解を深め

てもらいました。 

⑸ 園芸や手芸班には、個人ボランティアが定期的に来所されています。身障部門では、歌や演

奏、踊りなど多数のグループが来られ、利用者が楽しめる機会になりました。 

⑹ 地域のイベントや西春日井地域福祉の店への出店など、地域住民に対して障害理解を深めて

もらう活動を行いました。喫茶ギャラリーこもれびでは、作品展示や各種リーフレットを利用

して障害者および高齢者福祉の情報発信を行いました。 
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令和元年度障害者支援施設尾張中部福祉の杜（地域活動支援センター）事業報告書 

 

事業運営 

１ 利用状況（定員２０名 月～土営業、日曜、年末年始６日を除く） 

 ⑴ 平均利用者数   ０．１名 （前年度  ０．１名） 

 ⑵ 稼働率      ０．７％ （前年度  ０．６％） 

 

重点取組 

１ 福祉サービスの提供に関する取組 

⑴ 利用者一人ひとりに適した創作的活動や生産的活動を行いました。土曜日に利用されている

定期利用者には、外出や入浴支援など、本人の希望に沿った活動を提供しました。 

⑵ 離職者等に対する支援については、対象者がありませんでした。 

 

２ 地域社会と共生するための取組 

⑴ 生活介護を利用できない人を対象に、本人のニーズに沿った活動の場を提供し、生活に楽し

みと潤いを持つことができました。 

⑵ 支援困難なケースはありませんでしたが、引き続き地域関係者との連携を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



24 
 

令和元年度障害者支援施設尾張中部福祉の杜（日中一時支援）事業報告書 

 

事業運営 

１ 利用状況（定員５名 月～土営業、日曜、年末年始６日を除く） 

 ⑴ 平均利用者数    ２．９名 （前年度  ２．９名） 

 ⑵ 稼働率      ５７．３％ （前年度 ５９．０％） 

 

重点取組 

１ 福祉サービスの提供に関する取組 

⑴ 一時的な見守りだけでなく、外出支援や創作活動等の余暇活動を行い、生活意欲の向上を図

りました。また、平日に短期入所と併用する利用者も見え、本人のニーズに合ったグループで

活動しました。 

⑵ 長期休暇（春休み、夏休み、冬休み）中、在宅障害児の日中活動の場所を日中一時支援事業

で提供し、地域生活の充実を図ることができました。 

 

２ 地域社会と共生するための取組 

⑴ 平日他事業所を利用している利用者を土曜日に一時的に受け入れ、家族の介護負担の軽減を

図ることができました。 

⑵ 複数のサービスを利用しているケースについて、地域関係機関と連携を図りながら、サービ

スを利用する機会を設けました。 
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令和元年度相談支援センター尾張中部福祉の杜事業報告書 

 

事業運営 

１ 利用状況（年末年始を除く通年営業） 

⑴  ケアプラン        ４件 (前年度     ３件） 

⑵  障害支援区分認定調査  ２４件 (前年度    ４０件） 

⑶  電話相談       ５８７件 (前年度   ３７３件） 

⑷  来所相談       ３５１件 (前年度   ３６７件） 

⑸  訪問相談       ４９４件 (前年度   ４０６件） 

⑹  計画相談       １９２件 (前年度   ２１８件） 

総計 １，６５２件 （前年度 １，４０７件） 

 

重点取組 

１ 福祉サービスの提供に関する取組 

⑴ 利用者や家族の意思及び人格を尊重し、常に利用者や家族の立場に立って、公正中立な相談

支援を行うよう努め、充実した生活が送ることができるように支援しました。市町福祉課と連

携し、サービス等利用計画を作成して、モニタリング等で検証しました。 

⑵ 尾張中部福祉圏域障害者支援協議会の事務局として、運営会議や精神障害者支援の交流会、

児童部会、訪問系事業所部会、日中活動系事業所説明会等を開催し、地域関係者の連携を深め

ることができました。また、相談支援部会に参加し、情報交換や講師を招いて「障害のある不

登校児の支援」、「医療的ケアが必要な重症児者の勉強会」、「地域移行の勉強会」を行い、他事

業所との連携を深めるとともに、相談支援専門員のスキルアップを図ることができました。令

和２年２月末から新型コロナウイルス感染拡大防止のため、運営会議、相談支援部会等は中止

しました。 

⑶ 愛知県障害者相談支援体制整備事業を受託し、地域アドバイザーとして、関係機関の会議等

で助言し、圏域の障害者支援協議会及び相談支援体制等の活性化を図ることができました。 

⑷ 地域の親グループ活動に参加し、助言を行い、親グループの活動の活性化を図ることができ

ました。 

「障害者支援を考えよう勉強会」を開催し、地域関係者の障害の理解を図るとともに、連携

を深める場となりました。 

 

２ 地域社会と共生するための取組 

⑴ 地域交流の場として交流ホールや多目的室を、障害児者親グループや地域住民の活動に利用

していただき、交流の場を提供することができました。令和２年２月末から新型コロナウイル

ス感染拡大防止のため、交流ホール等の貸し出しは中止しました。 

⑵ 障害者情報を発信するため、情報紙「杜の風だより」と支援協議会だより「地域の風・絆」

を毎月発行し、地域関係者に配布し、地域の状況や新しい情報を得ることができたと好評でし

た。 

⑶ 西春日井地域福祉の店や喫茶ギャラリーこもれびで展示販売するだけでなく、情報紙を置く

など、相談支援を含めた情報を発信することができました。 
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令和元年度訪問介護支援センター尾張中部福祉の杜事業報告書 

 

事業運営 

○居宅介護事業 

１ 利用状況（年末年始を除く通年営業） 

⑴ 利用者数       １８２名 （前年度      １６９名） 

⑵ 延利用時間 １，１９６．５時間 （前年度 １，０８５．５時間） 

○行動援護事業 

１ 利用状況（年末年始を除く通年営業） 

⑴ 利用者数        ７０名 （前年度       ８７名） 

⑵ 延利用時間   ５１８．５時間 （前年度   ４９３．５時間） 

○重度訪問介護事業 

１ 利用状況（年末年始を除く通年営業） 

⑴ 利用者数        ２６名 （前年度       ３２名） 

⑵ 延利用時間   ５０６．５時間 （前年度   ４５９．０時間） 

○移動支援事業 

１ 利用状況（年末年始を除く通年営業） 

⑴ 利用者数       ６１７名   (前年度      ６６３名） 

⑵ 延利用時間 ５，２３２．５時間  (前年度 ６，１２６．５時間） 

 

重点取組 

１ 福祉サービスの提供に関する取組 

⑴ 利用者や家族の意向を聴取し、了解を得ながら、ニーズに即した計画を作成し、概ね計画の

とおり実施することができました。 

⑵ 男性ヘルパーの新規採用はなく、十分に要望に応えることができませんでした。 

⑶ 利用者や家族から、サービスについて直接聞き取り調査を行い、満足度を把握し、支援に活

かすことができました。令和２年３月から新型コロナウイルス感染拡大防止のため、不要不急

の外出支援は中止しました。 

⑷ ヘルパー会議や地域部門会議でケース検討を行ったり、所内のインシデント研修や行動観察

研修に参加し、へルパーのスキルアップを図りました。また、「障害者支援を考えよう勉強会」

にヘルパーも参加し、障害の理解を深めました。また、障害者支援協議会の訪問系事業所部会

に参加し、他の事業所と交流を図りました。 

⑸ 複数のサービスを利用しているケースでは、サービス担当者会議に出席し、地域関係者との

連携を図りました。 

 

２ 地域社会と共生するための取組 

⑴ 訪問介護支援センターに関する情報を情報誌等で発信する機会はありませんでした。 

 

 

 

 

 

 


